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衣服重量X 686．2 443．1 …88・212・・6・司1，017．5 1，044．4




標準偏差i 4・61 2・・1 5・61 7・7［ 5・・1 5．9
Xmax ユ・・95i6451ユ・82512，8・・1・・6・・1・・7・・
樋・kg当り125・81・4・2139・21 53・8｝ 3・．・1 30．4
Xmin 35・129・ 65・1…5・1500 500





















































































































































































































































1　　　日 2　　　日 3　　　日 そ　の　他
春 夏 冬 春 夏 冬 春 夏 冬 春 夏 冬
ブラシ㍉一 ’雛雛 ウゑ銘鋤剿ｶ26．710．235．5 L9 L7 L1 LO 0 L星
ブラスリップ 21．927．12L51．9 1．7 12．9 0 0 0
スリップ 34．3　30。530．1 7．9 5．1 15．1 1．0 0 1．1
ボヂィスーヲ 1．0　　1．7 3．2 0 0 L1 LO
肌着シ†ツ 35．2　18．638．7 1．0 0 8．6 0 0 0
ショーヲ
易物z彫．捌離 傍，％笏矧l G 0 1．1 0 0 0
ガードβ 28．6　郷33．34竃．9 23．736．611．4 1．7 12．9 LO 1．7 1．1
ベチ｝卜
　％@　　ンQ1・0鴇。笏23・729．5 8．5 29．012．4 3．4 16．1 1．9 1．7 5．4
パンスト 徽霧笏彰 11．4 3．4 16．1 3．8 L7 6．5
タイヲ 25．7　　　0　80．54．8 0 14．2 1．9 0 6．5
ソゥク又















手　　洗　　い 洗濯搬　　ネント使用 そのまま　溌濯搬 手で部分洗い　＋　洗濯搬旅濯方法





E■’，　・■ 39・027・040・9 0 0 2・2
ブラスリ7ブ 4・8 3・4 6・51い315・3玉3・O 57・11い91㍗2 o G G
スリンプ 5・7 5・1 7・5 2・0 17・016・117・213・621・5 0 0 0
ボディスーツ 1・0 0 0 o 0 4・328・6 1・7 3・2 0 0 0
瓜着シやツ 1・0 0 1・1 2・9 3・4 5・433・315・344・2 0 0 い1
ショーツ ユ5・2 13・6 9・7 8・6 10・211・851・454・254・821・020・322・5






ペチコート 7・6 8・510・830・527・132・325・727・131・2 0 o o
パンスト 28・625・4　3・’’”≧ ♂　， ．’　．　　　，　，　　　・，
二　噸
｡　，，　　　　，，
26・2 3・4 10・8 レ9 3・4 3・2
タイツ 10・5 5・1 25・810・510・2　33・39・5 8・5 19・4 い0 0 o
ソックス 7・6 1・7 8・6 9・5 8・5　13・O5レ442・465・6 2・6 3・4 8・6
（単位％）
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かわらず，春26・2％，夏3・4％，冬10・8％が「そのまま洗濯機」と答えている。ソックスの場合は
「そのまま洗濯機」で洗うが春5L4％，夏42・4％，冬65・6％でありパンスト，タイツに比して洗い
方の配慮は少ない。
7・　下着購入の選択条件
　下着を購入する場合の選択条件として，「サイズ」「価格」「デザイン」「色彩」「肌ざわり」
をあげ第1条件は（図10）に，第2，第3条件は（図11）にまとめたものである。
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図10 第一購入条件サイズ
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　すべての品目にわたり第1条件として「サイズ」をあげ，次に「デザイン」
順であった。
がら見られた。毎日着用のショーツやブラジャーは，
「価格」　「色彩」の
　　　　　　「肌ざわり」を最も重視して購入しているのは肌着シャツでブラスリップもわずかな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「サイズ」についで「デザイン」と答え，見
えない部分でおしゃれを楽しんでいることがわかる。パンストについては「色彩」より「価格」が
多くみられ消耗の激しい物だけに価格を考え購入している。タイツでは秋は「サイズ」42・9％，「色
彩」27・6％，「価格」16・3％の順であるのに対し，冬は「サイズ」46．3％，「価格」23・2％，「色彩」
17・9％とわずかではあるが「価格」が「色彩」を上回っている。雪国新潟にとってタイツは防寒用
として必要不可欠であると共に，若者の冬のトータルファシ・ンのひとつとして，価格で迷いなが
らも色彩も配慮していることがうかがえる。ソックスは冬よりも秋の方がおしゃれの要素が大きく
「サイズ」に次いで「色彩」34・7％，．「デザイン」24・5％と答えている。
　その他の選択条件として「柄」　「シルエット」　「若々しく可愛い」　「洗濯しやすい」　「吸湿性」
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第二・第三購入条件
囲価ヰ名
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「通気性」　「保温性」　「動作しやすい」　「着脱しやすい」
げたが第1～第3条件には満たない結果であった。
「縫製がよい」　「耐久性」等の項目をあ
lV　ま と め
　女子短大生の通学のための着装及び肌着について調査結果を要約すると次のようである。
　1・調査季節別の平均着用枚数では年間を通じて大きな差はなく，とくに下半身の枚数の差は少
い・冬は薄着の傾向で外衣により調節をしており，夏はおしやれ効果のための重ね着により冬との
差は大きくない。下半身は服種・枚数の変化は少いが，上半身は着装パターンの変化が多く寒暖の
調節を主として上半身で行っている。衣服の種類別にみると，アンダーウェアとファンデ＿ション
が一枚で役割を果し，上半身はブラジャーの上にすぐブラウスを着用し，下半身はガードルの着用
率は多いがスリップ，ペチコートの省略が多く，夏はとくに顕著である。
　2．着衣重量を求めた結果では外気温の低下に伴い着衣重量が増加している。とくに冬は標準偏
差が大きく個人差がある。冬の室内では暖房により着衣状況は秋の重量に近く，外出時に内衣とほ
ぼ同重量の外衣を着用している。この外衣は5009のダウン入りジャケットから1，700　9の紡毛ウー
ル長コートの重量差があり，全体にコートのカジュアル化により軽量化しているが素材・構成方法
及び外衣丈等のちがいにより個人差が大きい。
　3．温冷感では夏63％が「暑い」，秋31％が「寒い」の他は「普通」で適切な着衣がされている。
快適感で「快適」と答えたものは春・冬・秋についで夏が最も少く快適温湿度に比例している。
　4．下着の着用率ではブラジャー，シ・一ツは季節的な有意差は認められない。次に率の高いも
のはガードル，パンティストッキングであり，スリップ，ペチコートの着用率は低く肌着シャツは
更に低率を示した。健康でおしやれ感の強い女子学生は保健衛生的機能のアンダーウェアは省略さ
れ，体型整容のファンデーシ・ンで前者もかね薄着化・簡略化を示している。このことは下着を着
用する理由にも現れ習慣化していることを示す。更に洗濯に反映し着替え日数ではブラジャー，シ
・一ツ，パンスト，ソックスは年間を通じ毎日着替える率が高い。また洗濯方法では「手洗い」「ネ
ット使用の洗濯機洗い」等により，ランジェリー類は丁寧に扱っている。
　5．下着購入の選択条件では第1条件としてサイズをあげ次にデザイン，価格，色彩である。肌
ざわりを重視して購入しているのは，肌着シャツ次いでブラスリヅプに少し見られる。デザインの
重視はブラジャー，スリップ，ショーツ，ガードル，ペチコート，ソックスにみられ，パンスト，
タイツは価格と色彩が重視されて購入している。
　暖冷戻の普及と下着のファッシ・ン化に伴い着衣は軽装化し下着の省略が進んでいる。肌着シャ
ツ類の着用は低下し肌に接している上着，中着，ファンデーシ・ンが役割を兼ね，洗濯頻度を多く
することによって，被服の管理を行なうことが習慣となっていることがわかった。生産側ではフア
ンデーシ・ンの素材，布地，形態が吸湿性や被服圧などの衛生的役割を損なわぬよう製品の改良研
究が進められている。また寒冷地における着装状況は参考文献②が参考となった。以上のことをも
とに年齢・性差等についても今後の問題としたい。
参　考　文　献
1）
例えば
　①　渡辺ミチ；新版衣服衛生と着装　同文書院　ユ984年
46 前田和子・小川秀子
②大野静枝；各種温熱環境下，着衣標準の設定に関する調査ならびに実験研究
　　昭和57年度科学研究費補助金（総合研究A）研究成果報告書（日本女子大学・家政学部）
③　須藤幸子，田口和子；女子生徒学生の着装に関する研究　群馬女子短大紀要　ユ979年
④辻禎子；下着についての一考察第2報学生の意識と着装神戸女子短大紀要1983年
⑤　甲野藤ノブ，樋口哲子，女子高校生の下着着装の実態と指導についての一考察　文化女子大学紀要
　1982年
